
 

 

トルコにおける地域開発計画 ―GAP（南東アナトリアプロジェクト）の事例― 
 
第1章 導入 

1．本論の目的 
第2章 GAPの概要 

2－1．GAPの対象となる地域；“GAP Bölgesi”（GAP地域）について 
 2－1－1．トルコにおける GAP地域の位置 
 2－1－2．GAP地域に関する基本的なデータ 
 2－2．GAPにおける水資源開発プロジェクト 
 2－2－1．概要 
 2－2－2－1．フラート川水系（7プロジェクト） 
 2－2－2－2．ディジュレ川水系（6プロジェクト） 
 2－2－3．プロジェクトのもたらす成果 
 2－3．「地域総合開発計画」としての GAP 
 2－3－1．「GAPマスタープラン」 
 2－4．GAPの運営主体；GAP-BKİ 
第3章 GAPにおけるかんがい事業；「『地域』開発計画」の試金石として 
 3－1．導入 
 3－2．トルコにおけるかんがい事業／トルコ一般におけるかんがい事業の担い手 
 3－3．GAPにおけるかんがい事業 
 3－3－1．概要 
 3－3－2．GAPにおけるかんがい事業の担い手 
 3－4．かんがい事業に従事する国家機関 
 3－4－1．DSİ-GM（Devlet Su İşleri-Genel Müdürlüğü（国家水利事業総局）） 
 3－4－2．KHGM（Köy Hizmetleri Genel Müdürlüğü（農村サービス総局）） 
 3－5．国家機関によるかんがい事業の運営について；DSİ-GMによるものの場合 
 3－6．GAPにおけるかんがいの現状；GAPは「『地域』開発計画」と言えるか？ 
第4章 GAPにおけるかんがい事業の遅滞の要因の分析；2つの観点からの検討 
 4－1．GAPにおける組織運営上の問題 
 4－1－1．GAP全体に関する組織運営上の問題；GAP-BKİに関して 
 4－1－2．かんがい事業に関する組織運営上の問題；DSİ-GM／KHGMに関して 
 4－2．土地の不公平な所有形態から生じる弊害 
 4－2－1．「土地所有の形態」という観点から見た地域の農業の実体 
 4－2－2．土地改革の不成功 
 4－2－3．大土地所有制の変化とその影響 
第5章 結論 
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